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人
間
は
過
ぎ
去
っ
た
時
代
へ
の
思
い
か
ら
、古
刹
名

跡
に
時
代
の
残
り
香
を
探
り
、映
画
村
や
江
戸
村
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
遊
ぶ
。
古
代
の
哲
学
者
プ
ラ
ト
ン
が
、

地
上
の
も
の
は
天
上
に
あ
る
原
型
の
模
写
と
見
な
し

た
の
と
似
て
、そ
こ
で
の
体
験
は
、あ
く
ま
で
過
去
の

歴
史
を
擬
似
的
に
追
体
験
す
る
こ
と
で
し
か
な
い
。

し
か
し
、断
片
的
な
資
料
か
ら
時
代
の
空
気
や
雰
囲

気
を
復
元
な
し
得
る
の
も
人
間
の
想
像
力
で
あ
り
、

あ
る
意
味
で
美
術
館
・
博
物
館
も
、学
術
的
考
証
を

基
礎
に
想
像
力
の
翼
を
広
げ
、
“タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
”す

る
た
め
の
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
で
あ
ろ
う
。「
桃
山
時
代
の

美
術
」と
銘
打
つ
特
別
展
で
は
、絢
爛
た
る
金
碧
障
壁

画
を
前
に
歴
史
の
ロ
マ
ン
に
陶
酔
で
き
る
し
、町
家
を

再
現
し
た
施
設
で
は
、江
戸
時
代
の
日
常
生
活
を
模

擬
体
験
で
き
る
。�

　
平
成
十
七
年
、私
は
大
阪
を
代
表
す
る
繁
華
街
で

あ
る
道
頓
堀
と
心
斎
橋
に
関
す
る
二
冊
の
単
行
本
を

上
梓
し
た
。『
モ
ダ
ン
道
頓
堀
探
検
〜
大
正
、昭
和
初

期
の
大
大
阪
を
歩
く
』（
創
元
社
）と『
モ
ダ
ン
心
斎
橋

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
時
代
と
記
憶
―
』（
国

書
刊
行
会
）で
あ
る
。前
者
は
、大
正
時
代
の
雑
誌「
道

頓
堀
」（
道
頓
堀
雑
誌
社
）の
精
細
な
街
並
み
の
イ
ラ

ス
ト（
写
真
１
）に
注
釈
を
つ
け
た
も
の
で
、眺
め
る
だ

け
で
時
間
旅
行
の
旅
人
に
な
っ
た
気
分
に
な
る
。後
者

は
、大
阪
市
立
近
代
美
術
館
建
設
準
備
室
が
開
催
し

た
《
モ
ダ
ニ
ズ
ム
心
斎
橋
》
展
の
企
画
に
携
わ
っ
た
こ
と

【写真１】大正時代の道頓堀。雑誌「道頓堀」挿絵より

�

失
わ
れ
た
時
を
求
め
て�
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《
モ
ダ
ニ
ズ
ム
心
斎
橋
》
展
と
は
何
だ
っ
た
か
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基
礎
に
想
像
力
の
翼
を
広
げ
、
“タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
”す

る
た
め
の
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
で
あ
ろ
う
。「
桃
山
時
代
の

は
、大
阪
市
立
近
代
美
術
館
建
設
準
備
室
が
開
催
し

た
《
モ
ダ
ニ
ズ
ム
心
斎
橋
》
展
の
企
画
に
携
わ
っ
た
こ
と

か
ら
誕
生
し
、「
心
ブ
ラ
」
を
愉
し
む
側
の
視
線
で
、グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
中
心
に
昭
和
初
期
の
心
斎
橋
筋
を
書
物

の
中
に
再
現
、さ
ら
に
当
時
の
音
楽
や
音
を
付
録
Ｃ
Ｄ

で
加
え
て
、
“街
の
記
憶
”を
呼
び
覚
ま
そ
う
と
し
た
。�

　
両
書
と
も
、書
物
の
世
界
で
近
代
都
市
へ
の
“タ
イ

ム
ト
ラ
ベ
ル
”を
意
図
し
た
点
で
、今
回
の
本
誌
の
テ
ー

マ
に
触
れ
る
。こ
こ
で
は『
モ
ダ
ン
心
斎
橋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』

刊
行
に
つ
な
が
っ
た
《
モ
ダ
ニ
ズ
ム
心
斎
橋
》
展
に
つ
い

て
、企
画
者
と
し
て
意
見
を
少
し
述
べ
て
み
た
い
。�

�����

　
“大
大
阪
”誕
生
八
十
年
記
念
《
モ
ダ
ニ
ズ
ム
心
斎�

橋
　
近
代
大
阪
／
美
術
と
シ
テ
ィ
ラ
イ
フ
》
展
は
、大

阪
市
立
近
代
美
術
館（
仮
称
）心
斎
橋
展
示
室
で
、平

成
十
七
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
開
か
れ
た（
写
真
２
）。

主
催
は
、大
阪
市
教
育
委
員
会（
近
代
美
術
館
建
設

準
備
室
）、財
団
法
人
大
阪
都
市
協
会
、産
経
新
聞
社

の
三
者
。心
斎
橋
展
示
室
は
、中
之
島
に
建
設
予
定
の

近
代
美
術
館
建
設
計
画
の
遅
れ
か
ら
、旧
出
光
美
術

館（
ナ
ガ
ホ
リ
出
光
ビ
ル
）を
借
り
て
所
蔵
作
品
を
中

心
に
公
開
し
て
い
る
施
設
で
、最
寄
り
駅
は
地
下
鉄
心

斎
橋
駅
で
あ
る
。
産
経
新
聞
は
大
阪
本
社
が
湊
町
に

移
転
の
年
で
も
あ
っ
た
。�

　
心
斎
橋
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
覧
会
は
、平
成
九
年
に

《
心
斎
橋
筋
の
文
化
史
展
》
が
大
丸
心
斎
橋
店
で
開

か
れ
た
。今
回
も
、展
覧
会
の
対
象
は
心
斎
橋
の
“街
”

そ
の
も
の
で
、美
術
中
心
に
特
化
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。

近
代
の
大
阪
は
、東
京
や
京
都
の
よ
う
な
有
力
な
官

立
美
術
学
校
が
な
く
、強
力
な
画
壇
を
形
成
し
な
か

っ
た
。逆
に
い
え
ば
、
“大
阪
イ
ズ
ム
”（
註
１
）の
反
映
と
い

う
べ
き
経
済
都
市
独
特
の
文
化
芸
術
の
あ
り
方
が
あ

り
、そ
れ
を
特
定
の
画
家
や
美
術
団
体
で
構
成
す
る

の
で
は
な
く
、
“街
”の
美
術
に
読
み
取
ろ
う
と
企
画
し

た
の
で
あ
る
。�

　
構
成
は
全
六
章
。明
治
の
錦
絵
で
は
じ
ま
り
、大
丸
、

そ
ご
う
、高
島
屋
な
ど
百
貨
店
、夢
二
の
版
画
も
扱
っ
た

柳
屋
、丹
平
ハ
ウ
ス
の
赤
松
洋
画
研
究
所
と
丹
平
写
真

倶
楽
部
、河
内
洋
画
材
料
店
関
係
の
資
料
を
並
べ
、三

木
楽
器
ほ
か
発
行
の
美
し
い
楽
譜
も
展
示
し
た（
註
２
）。

さ
ら
に
意
識
の
上
で
、
“街
”も
屋
外
展
示
会
場
と
と

ら
え
、美
術
館
を
出
た
後
、屋
外
展
示
の
感
覚

で
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
設
計
の
大
丸
百
貨
店（
昭
和
八

年
全
館
完
成
）に
足
を
運
ん
だ
来
館
者
も
多

か
っ
た
。
一
種
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
あ
る
。他

に
も
心
斎
橋
に
は
三
木
開
成
館
、を
ぐ
ら
や
ビ

ル
、心
斎
橋
駅
な
ど
近
代
建
築
が
残
る
。�

　
カ
タ
ロ
グ
は
、展
覧
会
と
し
て
の
新
し
い
試
み

で
、共
催
の
大
阪
都
市
協
会
が
、月
刊
誌
「
大

阪
人
」の
特
集
号
に「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
心
斎
橋
」
を

組
ん
だ
。
学
芸
員
と
雑
誌
編
集
者
の
共
同
作

業
は
、「
モ
ダ
ン
」か「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」か
の
用
語

選
択
の
問
題
も
含
め
、視
点
が
異
な
る
本
作

り
の
異
種
格
闘
技
で
も
あ
り
、展
覧
会
タ
イ
ト

ル
は「
大
阪
人
」サ
イ
ド
の
案
が
採
ら
れ
た
。現

在
進
行
形
の
街
を
扱
い
、駅
売
店
に
も
置
か
れ

る
雑
誌
と
の
提
携
は
、展
覧
会
と
市
民
と
の
距

離
を
縮
め
る
こ
と
に
な
る
。�

　
展
覧
会
は
、様
々
な
展
覧
会
案
内
や
タ
ウ
ン

ガ
イ
ド
だ
け
で
は
な
く
、協
賛
の
心
斎
橋
筋
商

店
街
、心
斎
橋
北
商
店
街
の
両
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、国
土

交
通
省
大
阪
国
道
事
務
所
の
月
刊
Ｗｅ
ｂ
マ
ガ
ジ
ン「
道

マ
ガ
大
阪
」
第
十
七
号
で
も
案
内
さ
れ
、楽
譜
が
陳
列

さ
れ
た「
心
斎
橋
行
進
曲
」
も
心
斎
橋
筋
商
店
街
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
試
聴
で
き
た
。
“ジ
ャ
ズ
よ
尖
端
よ
心

斎
橋
”と
唄
う
こ
の
曲
は
、地
元
の
御
津
青
年
団
心
一

分
団
の
曲
で
、後
に「
大
阪
楽
団
」の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に

加
え
ら
れ
た（
註
３
）。�

　
会
期
中
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、会
場
で
陳
列
作
品
を
前

に
、毛
利
眞
人
氏
に
よ
る
蓄
音
機
に
よ
る
Ｓ
Ｐ
コ
ン
サ

ー
ト
が
開
か
れ
た
ほ
か
、開
催
を
記
念
し
て
中
尾
書
店

が
、長
谷
川
小
信
の
鉄
橋
心
斎
橋
の「
立
版
古
」
復
刻

【写真１】

【写真２】 島野三秋によるそごうのエレベーター扉。《モダニズム心斎橋》展会場

“街
の
記
憶
”の
展
覧
会�
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版（
写
真
３
）を
刊
行
、「
立

版
古
」
は
秋
に
も
朝
日

新
聞
な
ど
が
と
り
あ
げ

た（
註
４
）。�

　
“街
”が
主
役
の
こ
の

展
覧
会
は
、開
催
前
に
決

ま
っ
て
い
た
メ
ニ
ュ
ー
通
り

に
作
品
を
並
べ
る
だ
け
で

は
完
成
し
な
か
っ
た
。
会

期
中
に
“街
の
記
憶
”が

蘇
り
、資
料
が
追
加
さ
れ

て
成
長
し
て
い
く
。「
柳
屋
」

モ
デ
ル
ノ
ロ
ジ
オ（
考
現
学
）

号（
昭
和
六
年
）の
表
紙

に
描
か
れ
た
移
動
式
カ
フ
ェ
ー「
ノ
ア
・
ノ
ア
」の
経
営
者

で
、洋
画
家
の
眞
島
豪
の
ご
遺
族
か
ら
、店
の「
案
内
状
」

な
ど
の
提
供
を
得
た
ほ
か
、大
丸
宣
伝
部
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

金
山
新
六
に
よ
る
昭
和
二
、三
年
頃
の
大
丸
シ
ョ
ー
ウ
イ

ン
ド
ー
飾
り
の
記
録
写
真
も
追
加
出
品
さ
れ
た（
註
５
）。�

　
現
代
は
美
術
館
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
問
わ
れ
、集
客
の

た
め
、海
外
の
有
名
作
品
や
著
名
美
術
館
の
作
品
展
が

招
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。日
本
人
が
あ
ま
り
知
ら
な
い
西

洋
美
術
や
画
家
が
喧
伝
さ
れ
る
こ
と
は
、市
民
教
養
や

審
美
眼
育
成
に
は
役
立
つ
だ
ろ
う
し
、会
場
混
雑
で
鑑
賞

ど
こ
ろ
で
は
な
く
て
も
、何
十
万
人
も
の
来
館
者
で
周
辺

の
商
店
街
が
潤
え
ば
、町
お
こ
し
に
一
役
買
っ
た
と
評
価

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。そ
の
点
、約
一
万
人
を
少
し
越
え

た「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
心
斎
橋
展
」の
入
館
者
数
は
決
し
て
多

く
は
な
か
っ
た
。し
か
し
、町
お
こ
し
を
語
る
の
で
あ
れ
ば
、

興
行
本
位
の
展
覧
会
と
は
別
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
。�

　
そ
れ
を
示
す
例
に
、再
オ
ー
プ
ン
準
備
を
進
め
て
い
た

そ
ご
う
大
阪
本
店
が
あ
る
。《
モ
ダ
ニ
ズ
ム
心
斎
橋
》
展
の

目
玉
と
な
っ
た
展
示
品
が
、昭
和
十
年
完
成
の
旧
そ
ご
う

百
貨
店
の
華
麗
な
蒔
絵
螺
鈿
に
よ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
扉
で

あ
っ
た
。作
者
の
島
野
三
秋（
一
八
七
七
〜
一
九
六
五
）は
、

明
治
三
十
七
年（
一
九
〇
四
）セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
覧

会
で
銅
賞
を
得
た
漆
芸
家
で
、扉
は
屏
風
形
式
に
改
め
ら

れ
て
倉
庫
で
保
管
さ
れ
て
い
た
。そ
れ
を
、展
覧
会
場
を

入
っ
た
正
面
に
飾
り（
前
頁
の
写
真
２
）、「
大
阪
人
」で
も

見
開
き
で
掲
載
し
た
。�

　
モ
ダ
ン
で
豪
奢
な
装
飾
の
美
に
、そ
ご
う
も
扉
の
価
値

を
再
確
認
し
、秋
の
同
店
オ
ー
プ
ン
で
は
、店
内
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
廻
り
の
装
飾
、記
念
品
の
珈
琲
カ
ッ
プ
、ト
ー
ト
バ
ッ

ク
、折
り
畳
み
傘
の
デ
ザ
イ
ン
、さ
ら
に
は
女
優
宮
沢
り

え
を
起
用
し
、昭
和
十
年
の
オ
ー
プ
ン
時
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー「
お
遊
び
に
、お
買
物
に
」
を
組
み
合
わ
せ
た
ポ
ス
タ

ー
、テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
に
、三
秋
に
よ
る
扉
の
デ
ザ

イ
ン
を
転
用
し
て
い
る（
写
真
４
）。�

�����

　
情
緒
的
な
言
葉
で
語
る
な
ら
ば
、こ
う
し
た
展
覧
会

は
“法
事
”と
似
て
い
る
。
“法
事
”で
は
、参
加
者
全
員
が

語
り
あ
い
、場
の
“主
人
公
”で
あ
る
故
人
の
個
性
や
多

面
性
を
再
発
見
、再
確
認
す
る
。
“モ
ダ
ニ
ズ
ム
心
斎
橋
”

を
大
正
生
ま
れ
の
祖
父
に
見
立
て
て
み
よ
う
。
祖
父
の

“法
事
”の
席
上
、昭
和
十
年
生
ま
れ
の
息
子
は
、戦
後

の
父
親
が
い
か
に
厳
格
で
、苦
労
し
た
か
述
懐
す
る
。
反

対
に
故
人
の
兄
弟
や
悪
友
は
、若
い
時
、彼
が
モ
ダ
ン
で

遊
び
人
だ
っ
た
話
を
語
る
。高
度
成
長
期
に
育
っ
た
孫
の

代
と
な
る
と
、お
小
遣
い
を
く
れ
た
優
し
い
祖
父
を
語

る
。そ
し
て
生
前
、本
人
に
会
っ
た
こ
と
の
な
い
ひ
孫
た

ち
は
、親
の
世
代
の
思
い
出
を
総
合
し
、自
ら
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
探
る
こ
と
に
な
る
。�

　
《
モ
ダ
ニ
ズ
ム
心
斎
橋
》
展
も
、親
子
三
代
の
来
館
は

ざ
ら
で
、に
ぎ
や
か
な
会
場
で
年
配
の
方
が
若
い
人
た
ち

に
当
時
の
思
い
出
を
語
り
、質
問
に
答
え
る
光
景
が
見

ら
れ
た
。
懐
旧
の
念
か
ら
、五
回
以
上
、来
館
し
た
老
婦

人
も
お
ら
れ
、モ
ダ
ン
な
時
代
に
心
斎
橋
で
青
少
年
期

を
過
ご
し
た
人
た
ち
と
、そ
れ
を
知
ら
な
い
若
い
人
た

ち
と
が
自
然
に
交
流
し
た
。�

　
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、公
的
な
展
覧
会
と
い
う
場
で

こ
そ
“街
の
記
憶
”は
万
人
に
開
か
れ
て
検
証
さ
れ
、オ

ー
ソ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。そ
れ
ま
で
は
当
時
を

知
る
人
た
ち
や
知
的
好
奇
心
に
満
ち
た
誰
も
が
、心
斎

橋
に
象
徴
さ
れ
る
モ
ダ
ン
大
阪
の
都
市
文
化
を
気
に
し

な
が
ら
も
、本
当
に
語
る
価
値
が
あ
る
の
か
分
か
ら
な
か

っ
た
。準
備
室
と
い
う
変
則
的
な
状
況
下
な
が
ら
も
、公

【写真３】 組み立てられた心斎橋の「立版古」（中尾書店復刻版）

【写真４】そごうオープンの記念品、
　　　   エレベーターの扉絵のデザインが用いられている

“法
事
”と
し
て
の
展
覧
会�
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大
阪
市
立
近
代
美
術
館
（
仮
称
）
建
設
準
備
室
主
任
学
芸
員
。

昭
和
三
十
三
年
大
阪
市
生
ま
れ
。
東
京
芸
術
大
学
大
学
院
美

術
研
究
科
修
了
。
専
門
分
野
は
美
術
史
。
主
な
編
著
書
は
、『
モ

ダ
ン
道
頓
堀
探
検
〜
大
正
、昭
和
初
期
の
大
大
阪
を
歩
く
』（
創

元
社
）
、『
モ
ダ
ン
心
斎
橋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の

時
代
と
記
憶
―
』（
国
書
刊
行
会
）
、『
没
後
二
〇
〇
年
記
念
　

木
村
蒹
葭
堂
　
な
に
わ
知
の
巨
人
』（
共
著
、大
阪
歴
史
博
物

館
編
　
思
文
閣
出
版
）
な
ど
。�

�
　
橋
爪
　
節
也
（
は
し
づ
め
・
せ
つ
や
）�

�

く
は
な
か
っ
た
し
か
し
町
お
こ
し
を
語
る
の
で
あ
れ
ば

興
行
本
位
の
展
覧
会
と
は
別
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
。�

　
そ
れ
を
示
す
例
に
、再
オ
ー
プ
ン
準
備
を
進
め
て
い
た

の
父
親
が
い
か
に
厳
格
で
苦
労
し
た
か
述
懐
す
る

反

対
に
故
人
の
兄
弟
や
悪
友
は
、若
い
時
、彼
が
モ
ダ
ン
で

遊
び
人
だ
っ
た
話
を
語
る
。高
度
成
長
期
に
育
っ
た
孫
の

的
機
関
の
開
催
で
保
証
さ
れ
た
こ
と
で
、
“街
の
記
憶
”

も
、個
人
的
な
思
い
出
を
超
え
た
価
値
あ
る
“公
共
財

産
”と
し
て
認
識
さ
れ
、安
心
し
て
語
ら
れ
は
じ
め
、次

世
代
へ
と
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。�

　
「
大
阪
人
」の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
面
も
、従
来

の
美
術
館
で
は
で
き
な
い
形
で
読
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

難
解
な
論
文
が
付
随
し
た
図
録
は
、時
に
美
術
館
の
権

威
に
よ
る
押
し
つ
け
な
ど
一
方
的
に
情
報
を
伝
え
る
が
、

入
手
も
容
易
で
、心
斎
橋
ゆ
か
り
の
人
々
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
記
事
も
ふ
ん
だ
ん
な
雑
誌
形
式
に
よ
っ
て
、読
者
と
編

集
サ
イ
ド
の
親
密
な
“双
方
向
性
”の
う
ち
に
、気
軽
に

過
去
の
心
斎
橋
へ
の
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
が
可
能
と
な
っ
た
。�

　
そ
う
考
え
る
と
、大
阪
で
は
、自
ら
の
過
去
の
美
術
に

対
す
る
“法
事
”的
な
展
覧
会
が
あ
ま
り
開
催
さ
れ
て
い

な
い
。
採
算
を
絶
対
視
す
る
と
、大
阪
に
関
す
る
企
画

展
は
集
客
力
が
乏
し
く
開
け
な
く
な
る
し
、反
対
に
回

顧
展
が
な
い
限
り
、ど
ん
な
有
名
画
家
で
も
忘
れ
去
ら

れ
て
し
ま
う
。東
京
・
京
都
の
大
家
は
、全
国
の
美
術
館
、

百
貨
店
が
展
覧
会
を
開
催
し
て
く
れ
る
が
、大
阪
の
画

家
は
、当
の
大
阪
が
開
か
な
い
限
り
他
所
で
は
開
か
れ
な

い
。こ
の
悪
循
環
の
結
果
、現
代
の
大
阪
は
、木
村
蒹
葭

堂
は
知
ら
な
く
と
も
、フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
名
は
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
よ
う
な
転
倒
し
た
状
態
を
作
り
出
し
て
い
る
。�

�����

　
《
モ
ダ
ニ
ズ
ム
心
斎
橋
》
展
か
ら
半
年
後
の
九
月
七
日

〜
二
十
一
日
、再
度
、モ
ダ
ン
な
心
斎
橋
を
と
り
あ
げ
、

そ
ご
う
心
斎
橋
本
店
の
開
店
記
念
展
《
心
斎
橋
物
語

―
煌
め
く
モ
ダ
ニ
ズ
ム
―
》
が
大
阪
都
市
協
会
と
毎
日

新
聞
社
主
催
で
開
か
れ
た
。同
じ
九
月
七
日
、大
丸
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
心
斎
橋
も
、《
パ
リ
・
モ
ダ
ン
一
九
二
五
―
一
九

三
七
〜
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
＆
ア
ー
ル
・
デ
コ
の
世
界
〜
》

を
開
い
た（
九
月
十
九
日
ま
で
）。
同
時
期
に
心
斎
橋
の

二
大
百
貨
店
で
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
時
代
が
テ
ー
マ
と
な
っ
た
こ

と
は
興
味
深
い
。
後
者
の
チ
ラ
シ
に
は「
美
の
回
廊
・
心

斎
橋
の
モ
ダ
ン
ラ
イ
フ
」の
題
で
、歴
史
的
名
建
築
で
あ

る
大
丸
の
豪
華
な
建
物
の
紹
介
記
事
も
付
さ
れ
、《
モ

ダ
ニ
ズ
ム
心
斎
橋
》
展
の
余
韻
を
感
じ
た
。�

　
し
か
し
本
来
は
、昨
年
、大
阪
で
開
催
す
べ
き
だ
っ
た

の
は
、成
立
八
十
年
を
迎
え
た「
大
大
阪
」の
展
覧
会
だ

っ
た
。大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
、各
地
で
市
町
村
合
併
が

進
ん
だ
。
大
正
十
四
年
の「
大
大
阪
」
成
立
は
、｢

大
京

都
」（
昭
和
三
年
成
立
）｢

大
東
京｣

（
昭
和
七
年
成
立
）

に
先
駆
け
た
も
の
で
あ
る
。
平
成
の
大
合
併
が
進
行
中

の
現
代
と
の
並
行
現
象
と
し
て
も
「
大
大
阪
」
を
考
え

直
す
こ
と
は
有
意
義
で
あ
ろ
う
。市
内
の
博
物
館
施
設

が
連
携
し
、美
術
、歴
史
、建
築
、生
活
な
ど
分
野
ご
と

に
展
覧
会
を
開
け
れ
ば
理
想
だ
っ
た
が
、美
術
面
で《
大

大
阪
展
》
を
担
う
《
モ
ダ
ニ
ズ
ム
心
斎
橋
》
展
を
除
い
て

実
現
し
な
か
っ
た
。�

　
こ
う
し
た
現
代
の
大
阪
の
文
化
状
況
を
見
て
い
て
、い

つ
も
私
は
、漁
師
が
海
か
ら
離
れ
た
山
林
に
植
林
す
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
思
う
。山
の
荒
廃
で
海
の
水
質
も
荒
れ
、漁

獲
量
が
激
減
し
た
た
め
、漁
師
た
ち
が
植
林
に
立
ち
上

が
っ
た
話
で
あ
る
。そ
の
意
識
は
漁
業
問
題
を
超
え
、自

然
と
の
共
生
哲
学
に
達
し
て
い
る
と
聞
く
が
、文
化
も

同
じ
で
、採
算
性
だ
け
で
は
都
市
は
枯
れ
て
い
く
。手
前

味
噌
か
も
し
れ
な
い
が
、《
モ
ダ
ニ
ズ
ム
心
斎
橋
》
展
は
世

代
間
を
結
び
、体
感
温
度
あ
る
“街
の
記
憶
”と
し
て
都

市
の
一
つ
の
時
代
を
蘇
ら
せ
、大
阪
の
精
神
的
な
空
隙

に
文
化
を
“植
林
”す
る
試
み
で
あ
っ
た
。そ
れ
は
ま
た
、

文
化
経
済
の
地
盤
沈
下
で
喪
失
し
た
大
阪
の
プ
ラ
イ
ド

復
活
に
つ
な
が
る
祝
祭
の
場
の
創
成
だ
っ
た
の
で
あ
る
。�

�

（
註
１
）
心
斎
橋
筋
の
呉
服
店
主
で
文
筆
家
岡
田
播
陽
の
言
葉
。
《
美

術
都
市
・
大
阪
の
発
見
―
近
代
美
術
と
大
阪
イ
ズ
ム
―
》
（
大

阪
市
立
近
代
美
術
館
建
設
準
備
室
、
一
九
九
七
年
）
図
録
参

照
。

（
註
２
）
会
場
構
成
は
、
「
序
　
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
心
斎
橋
―
描
か

れ
た
心
斎
橋
／
鉄
橋
か
ら
石
橋
へ
―
」
「
第
一
幕
　
街
の
に

ぎ
わ
い
に
囲
ま
れ
た
“
美
術
の
大
聖
堂
”
―
心
斎
橋
の
百
貨

店
と
美
術
―
」
「
第
二
幕
　
心
斎
橋
と
画
家
た
ち
―
求
我
堂

洋
画
研
究
所
／
小
出
楢
重
、
足
立
源
一
郎
、
中
村
貞
以
ほ
か

―
」
「
第
三
幕
　
柳
屋
―
モ
ダ
ン
と
レ
ト
ロ
が
交
わ
る
趣
味

の
花
園
―
」
「
第
四
幕
　
心
斎
橋
界
隈
ア
ー
ト
模
様
―
画
廊
、

画
材
店
、
書
店
、
趣
味
人
な
ど
―
」
「
第
五
幕
　
丹
平
ハ
ウ

ス
／
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
発
信
基
地
―
赤
松
洋
画
研
究
所
と
丹
平

写
真
倶
楽
部
―
」
。

（
註
３
）
大
大
阪
時
代
の
曲
を
中
心
に
レ
ト
ロ
モ
ダ
ン
感
覚
で
演
奏

活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
。
二
〇
〇
四
年
結
成
。
団
長
は
華
乃
家

ケ
イ
。

（
註
４
）
「
立
版
古
〜
大
志
ん
ぱ
ん
切
組
と
う
路
う 

浪
花
心
斎
橋
鉄
橋

の
図
〜
」
中
尾
書
店
刊
。
「
朝
日
新
聞
」
二
〇
〇
五
年
十
月
十

七
日
大
阪
版
と
、
そ
の
後
、
朝
日
放
送
の
早
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
で

紹
介
さ
れ
た
。

（
註
５
）
後
者
に
つ
い
て
は
、
ご
遺
族
の
西
田
彩
子
さ
ん
が
、
私
家
版

『
金
山
新
六 D

E
S
IG
N
 M
O
D
E
R
N
IS
M

に
開
か
れ
た S

H
O
W
 

W
IN
D
O
W
 

か
ら
』
二
〇
〇
五
年
を
刊
行
。

【写真
　　　

祝
祭
の
展
覧
会
―
文
化
の
“植
林
”�
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